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ヴェーダ文献における発酵乳とSomaの
神話-sa:q1nayyaを中心として

西村直子

o. はじめに

古来，インドには多様な乳製品が伝えられているが，それらの殆どは乳酸発

酵によるダ、ディ dadhiを出発点としている。 dadhiーという語は，ヒンディー語

の夕、ヒ dahi-に相当する。

古代のインドアーリヤの諸部族は，牛を中心とする遊牧生活を送り，イラン

やアフガニスタン等の地域を経てインドに入ったと考えられる。現代のヒン

ドゥ一文化に連なる牛の神聖視は，紀元前1200年頃に編集固定された，最古

のリグヴ、エーダ (~g-Veda: RV) にまで遡ることができる。それは，牛を犠牲

とする儀礼を行わなかったということを必ずしも意味しないが，動物犠牲祭の

一般的な供物は山羊であり，牛ではない。彼らが牛を殺すよりも，そのミルク

を食料として役立てていたことは明らかであり，乳製品が彼らにとって重要

だ、ったことは，彼らがそれを神々に捧げる供物として常に用いていたことか

らも容易に推測できる。本稿では，ヴェーダ文献に現れる発酵乳製品を概観

し，彼らにとっての乳製品の重要性を「発酵乳と Somaとの同一視Jという神

話的/神学的側面から考察してゆく。

1 .ヴ、エーダ文献に現れる発酵乳加工-dadhi-，sarpnayya-， ãmík~ã-/ payasya-

1 -1 .ダテ、ィ dadhi-

牛乳は自然に乳酸発酵を起こして発酵乳 dadhiとなる。 Vedaやパーリ Pali

文献の記述から，古代の λrya人は牛乳が自然に乳酸発酵することを知ってい

たと考えてよいl。他方彼らはこの発酵を人為的に引き起こす方法をも知って

いた。

1 Cf.西村 iPali聖典における乳加工関連の定型句について-Rajasuya祭の Mitraと

Brhaspatiに対する献供との比較J (東北大学文学会『文化~ 64-1・2，2000， 159-

180)。
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(142) 西村直子

現代でも，ヨーグルトと牛乳を混ぜておくとヨーグルトの乳酸菌が牛乳を

ヨーグルトに変えることはよく知られている。もとになったヨーグルトのこと

を種菌，スターターなどと呼ぶが， Vedaではアータンチャナ ata克cana-r凝固

させるもの」と呼ばれている。 Vedaの宗教では，毎晩毎朝，熱した牛乳を捧

げるアグニホートラ Agnihotraという儀礼を行う。 atancanaには，この儀礼の

供物の残り，つまり熱した牛乳の残りが基本的に用いられる。ただし，代用品

としていくつかの植物も認められている。植物による乳加工技術も， λrya人

は知っていたことになる20

ところで，発酵乳である dadhiはそれ自体が供物となるだけでなく，別の供

物の材料としても用いられる。それが，サーンナーィヤ sar!tnayya-，アーミク

シャ-ami均a-，そしてパヤスヤーpayasyaーである。これらは，辞書では「甘

い牛乳と酸っぱい牛乳との混合物」などと説明され，特におnik~ã と payasyã

とは同義語と見なされて sa.qmayyaとの違いも明確にはされていなしゾ。以下，

これらの異同について要点を述べてゆきたい40

1 -2. サ-ンナーィヤ saYfwayya-

sa.qmayyaを巡る議論は，新月祭・満月祭に関する章にまとまって語られて

いる。 sarpnayyaは，準備日の晩に搾った乳を加熱してシュリタダ'rtaーとし，凝

固剤 atancanaを加えて dadhiにしたものと，翌日の本祭，すなわち献供を行う

日の朝に搾って加熱した乳 (srta) とを混ぜ合わせて献供される。混ぜ合わせ

る作業は，献供の直前に行われる5。このことは， dadhiと加熱した牛乳勾aと

2 Cf.後述2.並びに西村 op.cit.， n.16. 

3 E.g. BOHTLINGK-ROTH， Sanskrit-Worterbuch (1852-1875)， RENOU， Vocabulaire du 

Rituel vedique (1954)， MYL町 s，Sanskritischer Index der jungvedischen Namen und 

Sachen (1976 -1977) ss.vv. 

4 これらを巡る文献学的・言語学的議論については cf.NI盟国URA"amiksa and 

payasya: Processing of fermented milk in ancient India" (W印度学仏教学研究~ 59，印

刷中) . 

5λpSrSu II 20，3 [新月祭・満月祭]samavadaya dohabhyam 131 dadhno 'vadaYjα 

S[加syãvadyaか~ etad va viparitam. 1 sarvalJi dravalJi sru政mukhenajuhoti. 141 i3.二つの搾

乳したものを取り分けて合わせてから[献供する]0 4. dadhiを取り分けてから釘ta

を取り分ける。或いはこれは逆になる。すべての液体たちを柄杓の口を通して献供

するJ。
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ヴ、ェー夕、文献における発酵乳と Somaの神話-saqmayyaを中心として (143) 

が別々の容器に入れられていることからも明らかである6。混ぜてすぐに献供し

てしまうため， sa:qmayyaには目に見えるほどの乳酸菌の作用はなかったもの

と考えられる70

s亙mn吾yyaの加工

[;本祭前日，夕方] [本祭当日，朝]

搾乳 payas (生乳)

↓加熱

srta 否tancana/dadhi 
(加熱乳) (凝固剤/発酵乳)

可仏後に添加
dadhi (発酵乳) payas 搾乳

(生乳)

↓加熱

材ta (加熱乳)

samnayya 

1 -3. ア-ミクシャ-alηiksa 

amik詞献供を行う際の搾乳は， saqmayyaの規定に従って行われるB。つまり，

準備日の晩に搾乳，加熱と凝固剤の添加を行い，翌朝，本祭当日にも搾乳と

加熱とを行う。この手順は，チャートゥルマースヤ Caturmasyaという季節祭

の議論の中で述べられる90 saqmayyaと異なるのは，準備日に作った dadhiを

混ぜるタイミングである。 amiksa製造では 朝に搾った牛乳を熱している時

6 E.g. BaudhSrSu 114:22，3;λpSrSu II 11，8-9. 

7 E.g. MS IV 1，3:5，8-12P [新月祭・満月祭]~ KS XXXI 2P ~ TB III 2，3P
; BaudhSrSu 1 

3:5，7-10;λpSrSu 1 13，10-11; 13-15; KatySrSu IV 2，33等.Cf.NISHIM四 Aop.cit.

n.4-6. 

8 E.g. ApSrSu VIII 1，9.16: agnfn anvadhaya sakham ahrかり悶isvadevyaãmik.~ãyã vatsan 
αpa初 roti…191purvavad vaisvadeηaJ:t sayaY(ldohαy(l dohayati. 1161 i9. [三つの]祭火達

を分配してから，枝を取ってきてヴィシュヴァデーヴァ Visva-Deva-(i一切神J)

に捧げられる加iksaの為に仔牛達を[牝牛から]引き離し[て牝牛達を放牧させ

る]…16.以前の(前述の sarpnayyaの時)と同様に， Visva-Deva-に捧げられる

[amiksa] の為に夜の搾乳を搾乳させる」。

9 4つの季節祭から成る Caturmasya祭の中，ヴァイシュヴァデーヴァ Vaisvadeva祭で

はVisva-Deva-に，ヴァルナプラガーサ Varu平apraghasa祭ではマルット Marut達

士ヴァルナ VaruI).aといった神々に捧げられる。 Cf.E町 00，Shingo， Die Caturmasya 

oder die altindischen Tertialopfer dargestel1t nach den Vorschriften der Brahma早asund 

der Srautasutras CTokyo 1988)， 13f.また，新月満月祭の変化形であるダークシャー

ヤナ Dak弱ya明祭では，ミトラ MitraとVaruI).aに捧げられる。
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(144) 西村直子

にdadhiを混ぜる。牛乳のタンパク質は酸と熱との影響によって凝固し，水分

と分離する。固体部分が amiksaであり，カテージチーズのようなものと考え

られる。一方，分離した水分をヴァージナ vajinaーと呼ぶ。これはホエイ(乳

清)に相当する。

五miksaの加工

[本祭前日，夕方】 [本祭当日，朝]
搾乳 payas (生乳)

↓加熱

sfta 否tancana/dadhi 
(加熱乳) (凝固剤/ノ発酵乳)

v-に添加
dadhi (発酵乳) 搾乳

分離

百mikl?a v高jina
(発酵乳，カテージチーズのようなもの?) (ホエイ)

1 -3. パヤスヤ-payasya-

payasyaに関して，製造方法を具体的に述べる記述は見られない。アーパス

タンパ・シュラウタスートラ (λpastamba-Srautasutra:λpSrSu) では lamik詞

のように作る」と言われる100 また， payasyaはvajina(ホエイ)と対を成すも

のとされていることからは，凝固して水分が分離した固形部分を payasyaと位

置づけることができょう。

ところで， payasyaについては， sarpnayyaにも amiksaにも語られていない

形状に関する情報を与える神話がソーマ Soma祭の議論の中に伝えられている。

ディールガジフヴィー (DIrghajihvI) という魔女の神話である:

マイトラーヤニーサンヒター MaitrayaポSaII1hita(MS) III 10，5: 138，6ー 7P

10 XII 4，11 [Caturmasya， Varul).apraghasa] purocjasam adhisriηamik$avat payasyam 

karoti iプローダーシャ puroclasa(玄米または玄麦のパンケーキ)を火にかけてか

ら， amik弱のように payasyaを作る」。

11 SB II 4，4，21 = II 5，1，15 [Dak寺町向a]YO$a payasya reto vajinaf!l i payasyaは若い女で

ある。 v真jinaがretas(精液)である」。
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ヴ、ェーダ文献における発酵乳と Somaの神話-saqmayyaを中心として (145) 

DIrghajihvI (魔女の名)は神々の Pratahsavana(朝に圧搾・献供される

Soma) を嘗め取った。それを[彼女は]酔って吐き出した。それ(吐き出

された Soma) はpayasyaとなった。それ故， payasyaは吐潟物のような見

かけを持つ (vimadiriipa)0 (dirghajihvi vai devana'!l pratal:tsavanam avale手

tad vyamadyat. sa payasyabhavat. tasmat payasya v仇ladiriipeva.)

同じ神話が Katha派と Aitareya派にも伝えられている (KSXXIX 1; AB 11 

22) 0 Aitareya派では内容に若干異なる点があるが， MSと同様 payasyaの見

かけを結びつけている。これに対して， KSでは MSと同じ神話を語りながら，

帰結の部分で唐突に amik弱が登場する。即ち， payasyaの神話が amik持の見

かけと結びつけられている:

カータカ・サンヒタ~ Kathaka-Sarhhita (KS) XXIX 1: 166，8P 

DIrghajihvIは神々の祭式を嘗め取ったのだ， Pratassavanaを。それを [D

は]酔って吐き出した。それはpayasyaとなった。それゆえ，ãmik~ã は

酔って吐き出されたもの (vimaditaI吐潟物J) のようである。 payasyaが

Pratassavanaにおいて用いられるのは Pratassavanaの完備の為にである。

(dirghajihvi vai devana'!l yajnam avalet pratassaν'ana'!l. tad vyamadyat. sa 

payasyabhavat. tasmad ãmik~ã vimaditev，α. yat pay，αsya pratassaν'ane bhavati 

praωssavanasya samrddhyai.) 

ãmik~ã と payasyã とが唐突に入れ替わっている例は，他学派の文献の，他

の祭式に関する議論の中にも見られる12。従って，両者は同一の乳製品を指し，

単に異なる名前で呼ばれていたものと考えられる。全 Veda文献の用例分布を

考慮すると，古い時代の文献では amik絹が，後の時代には payasyaが多用さ

れるという傾向が見られる13。恐らく， I混ぜ込みJを意味する女性の行為名詞

であった amiksa-(<a-miks) は供物の名前に転用され，乳製品であることを明

示する Ipayas(乳)に関する，から成る」という形容詞が独立して用いられ

12 E.g. SB IV 2，4，18; 5，18-22 [Soma祭， Savaniya-puroclasaJ . Cf. NISHIMURA “ãmík~ã
and payasya-" (→ n.3). 

13 稿末の資料参照。
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(146) 西村直子

るようになっていったものと考えられる140

2. r凝固剤Jatancana-と“亘拘置cana-mantra"

牛乳を人為的に乳酸発酵させる際には 凝固剤/発酵促進剤(スターター)

として atancanaを用いる。一般的な atancanaは，先述の通り Agnihotra祭で

用いられた牛乳の残りとされる150 Agnihotraは1日に2度，晩と朝とに熱した牛

乳を献供する祭式であり，元来は太陽の運行を維持するためのものであったと

考えられる。その牛乳の残りは自然に発酵し，凝固剤として用いられるが，代

用品として植物の使用も認められている。その植物はナツメの一種(クヴ、アラ

kuν'ala-Ikvala-， Zizyphus j吋ube)，日杢を残して脱穀した大麦または米(タンドゥ

ラtar:uJula-) ，パルナ Pan.la樹 (Buteafrondosa) の樹皮 (par1Javalka-) ，そし

てマメ科植物の一種であるプーティーカ piitik仕 (Caesalpiniabonduc. Roxb16
) 

である。これらの中には作用成分の不明なものもあるが Pamaや Putikaに含

まれるタンニンはタンパク質を変質させる働きを持ち，これが凝固剤としての

役目を果たすものと推測される。これに対し，先述の atancanaは酸が作用し

て牛乳を凝固させる。両者は何れも牛乳のタンパク質を凝固させるものの化学

組成は異なり，得られる凝乳も化学的には異なるものと考えられる。しかしな

がら， Vedaの祭官たちには，化学的な組成の差異は知り得なかったであろう。

彼らにとって重要だ、ったのは 凝乳/酸乳を得ることであった。その背後にあ

る事情は，発酵乳を巡る神話や神学議論の中に見出される。

先述の sarpnayyaに関して，ヤジュルヴ、エー夕、 Yajurvedaでは何れの学派に

もatancana添加の際に唱えられる m佃 tra(祭詞，呪文の一種。以下“iitancana-

mantra勺が伝えられている。祭式の体系化が進んだシュラウタスートラ

Srautasutra (儀規文献)の段階では， sarpnayya献供を行う特殊な新月祭で唱

えることが定められている 170 mantraはYajurvedaの各学派の伝承に異なる点

14 更に，彼らが興奮剤として用いていた Soma(麻黄)との関連が背後に推測される，

cf. NISHIMURA op.cit.， 3. Conclusion. 

15 E.g. SB XII 4，2，8; BaudhSrSu 1 1:2-3; XX 4:11，4-6; XX 4:12，15-13，3;λpSrSu 1 

13，12. 

16 Cf. KUIPER“Was the puttka a mushroom?" Fs. Dandekar 219-227， Delhi1984 

17 西村『放牧と敷き草刈り-Yajurveda-Samhita冒頭の mantra集成とその brahmal).a

の研究~ (2006，東北大学出版会)， 128正
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ヴ、ェーダ文献における発酵乳と Somaの神話-sal1mayyaを中心として (147) 

も見られるが，大筋では「インドラ Indraの為に『君』を， Somaによって私

は凝固させる」という内容で一致している。「君Jというのは，ミルクのこと

である。この mantraから， Somaによって凝固したミルクを Indraへの供物と

していたことが窺われる。

MS 11，3:2，10-11m (m: mantra部分)

Indraの為に，君を， (Indraの)分け前として， Somaによって私は凝固さ

せる。 ([ndrayatva bhagalh somenatanacmi.) 

MS IV 1，3:4，10-12P (p:散文部分:mantra解釈すなわち brahmal)a)

< Indraの為に，君を，分け前として， Somaによって私は凝固させる>と

[唱える]18。当のもの(乳)を他ならぬ Somaにすることになる19。他方，つ

まり，このように知りつつ sannayyaを飲むと，その人によっては Soma喫

飲[の効力]が継続されているのだ。

(<indraya tva bhagaY(l somenatanacmi->iti. somam evainat karoti. tasya ha tvai 

somapithaf:i， saY(ltato ya evaY(l vidvant sannayyaY(l pibati. //) 

KSには， sa:qmayyaとSomaとの同一視を暗示する記述が見られる:

KS I 3:2，7m 

Indraの分け前として，君を， Somaによって私は凝固させる。

(indrasya tva bhagalh somenatanacmi.) 

KS XXXI 2:3，12-14P 

< Indraの分け前として，君を， Somaによって私は凝固させる>と唱える。

当のもの(分け前:bhaga-?) を Somaと彼は為すことになる200sannayya 

18 Cf.お1anSrSu11，3，34 

19 krの目的語に置かれる enc1iticの代名詞 ena-の，述語名調の性・数への一致につ

いては， n.20参照。

20 或いは， rSomaを当のもの (enam，m. acc.)と成すことになる」か。 MSIV 1，3:5，10 

-11 P : somam evainat karoti; KapS XLVII 2: 3 3 5，19 -2 OP: somam evaina"'_ karoti. 

(the ms evaitat); TB III 2，3，10P somam evainat karoti. r当の物 (neut.sg.:paYIαs-) 

をSomaにすることになるJoena・には論理的述語名調への性・数の一致の現

象 (Kongruenz) は起こらないものと思われる。 Cf.MS IV1，2:3，14-15P (= KS 

XXXI 1:2，3P
) asya evainad rasnarrt karoti r他ならぬ彼女の為に，当の物 (barhi~ / 

紐)を帯にすることになるJ (~放牧と敷き草刈り~ 268王及びn.822)0KSのenam
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は神々に属する間接的な Somaなのだ21。他方 つまり このように知っ

ている者が sannayyaを用いて祭るならば，彼によって Soma喫飲[の効

力]が継続されているのだ。 (<indrasyatva bhagarh somenatanacmi->iti. 

西村(148) 

somam evaina1fl karoti. somo vai devana1fl parok~a的 sãnnãyya1fl. tasya ha tvai 

somapithas sa1flωωya eva1fl vidvan sannayyena yajate.) 

更に， sarpnayyaとSomaとの同一視をより明瞭に述べるのが以下の TS/TB

である:

タイツティリーヤ・サンヒター TaittirIya-Sarilhita(TS) 1 1，3，1 m (m) 

Somaによって君を私は凝固させる， lndraの為に， dadhiへと。

tvatanacmindraya dadhi.) 

タイツティリーヤ・ブラーフマナ TaittirIya-Brahma早a(TB) III 2，3，10-1 P 

<Somaによって君を私は凝固させる， lndraの為に， dadhiへと>と唱える。

他ならぬ Somaへと，当のもの(乳)を成すことになる220 Somaを噌んでか

ら丸一年間 Somaを飲まない者があれば，彼の Soma喫飲[の効力]は再び噌

まれるべきものとなるのだ。(しかし，)sarpnayyaは，周知の知く， Soma 

なのだ。このように知りつつ sarpnayyaを飲む者があれば，彼の Soma喫

飲[の効力]は再び噌まれる必要のないものとなるのだ(もはや Soma祭

を挙行する必要がなくなる)230 (<somena tvatanacmindraya dadhiゃあ aha・

11 01 somam evainat karoti. I yo lνJai s必omα1flbhαk~ay戸v凶itか1νJá 1 saα1flVi悶G白αra的 S必omα仰η1fln

pIJめbαti，1 punarbhák~yo sya somapltho bhavati. 1 soma/:l khalu vai sa1flnayyam. 1 ya 

eva1fl vidvant sa1flnayya1fl pibati I apunarbhák~yo 'sya somapitho bhavati. 1) 

(somena 

は，bhaga-r分け前」を指すものとも，一致の現象がここでは起きているとも考え

られる。 KapSの enamは， msの読み eωt(やはり ，payasーを指すか)を編集者が

KSに倣って変更したものであろう。

SBの挿話を踏まえた記述か。後述3.参照。

n.20参照。

Soma祭の効力は 1年間しか続かない，と言う議論が背景に推測される。 s詞mayya

を行えば以後 Soma祭は必要ない，とも解釈できるが，毎年(少なくとも) 1回，

sa:qmayyaによる新月祭を Soma祭の代わりに行うべし，の意とも解釈できる。 TB

の説は， MS .KSの説をより明確にしたものと考えられる。
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ヴ、ェー夕、文献における発酵乳と Somaの神話-sarpnayya在中心として (149) 

Somaは，血圧上昇や興奮作用をもたらす麻黄Ephedraと考えられる。 Veda

では， Somaの絞り汁を飲んで興奮状態に入ることが宗教的に，また恐らくは

武力闘争の場面においても，重要なものとされていた。この mantraの意義を

述べる brahmaI).aは，上記の保守的な黒 Yajurveda学派の諸文献 (MS，KS，TS/ 

TB) においては sa:qmayyaとSomaとを関連づけ，特に Katha派と TaittirIya

派は sa:qmayyaとSomaとの同一視を明確に述べている。革新的な Vajasaneyin

派は mantra解釈における Somaへの言及を欠くものの24 より大きな，新月祭

全体を巡る神話的枠組みの中で saqmayyaとSomaとの結びつきを語っている

(次章)。

3. Indraをsa:rp.nayyaによって回復させる神話:sa:rp.nayyaの由来

lndraとSomaとの結びつきはB-gvedaに遡れる。 lndraはVedaの神々の

中の英雄と位置づけられ 様々な功績が lndraに帰せられている。そういう

Indraを力づける飲み物が Somaである。 atancana-mantraはこの ilndraと

SomaJ という神話的モチーフを背景とし 前述の brahmanaにおける mantra

解釈は，新月祭をその文脈に組み込もうという意図の存在を示唆している。

他方， lndraとsa:rpnayyaとのつながりは，黒 Yajurveda学派の MaitrayaI).I

Sa:rhhitaとKathaka-Sa:rhhitaにおいて， lndraによるヴリトラ Vrtra殺しの後日

謂の中に明示される。 Vr仕aは神々に敵対する魔物であり， B-gvedaでは Vrtra

殺しの神話を雨期の到来と水の解放として位置づけることができよう。ただし，

brahmanaでは Vrtra殺しと水との結びつきは必ずしも含意されていない。 MS

およびKSに語られる sa:rpnayyaの因縁謂は， Caturmasyaという季節祭の議

論の中で， ãmik~ã への言及に先立つて語られている: Vrtraを殺した後， lndra 

の感官の力 (indriya-) ，英雄的な力 (viiηa-) は体内を出て水や草に入り込む。

力を失った lndraを回復させるため，神々は牛たちにそれを集めさせ，ミルク

として回収して lndraに捧げる。つまり，牛たちが飲んだ水，食べた草の中に

lndraの力が入り込んでおり 牛の体内でミルクになったのである。その牛乳

を飲み， lndraは力を取り戻すのである250

24 SBのmantra解釈では， sarpnayyaの献供対象となる神格を Indraと指定することが

論じられている。 C王SBI7，1，19.

25 テキストと翻訳は，稿末の資料参照。
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午たちが集めた (samanayan) ことが，sar!mayya聞の語源説になっている。

mantra解釈の中で sarpnayyaとSomaとを結びつけた brahmaI).aと，この Vrtra

殺しの後日語とを比較すると，後者が語源説を含んでいるという点で mantra

解釈よりも古い段階の神学議論を反映している可能性があるものの，なぜ

S面pnayyaを用いない CaturmasyaのbrahmaI).aに sarpnayyaの神話が語られ

ているのか，という点は明らかではない。 mantra解釈はこの神話を前提とし，

~gveda 以来の Ilndra が Soma によって元気を取り戻した」という神話と結び

つけて， lndraを回復させた s面pnayyaは実は Somaなのだ，という神学議論を

展開させたものと思われる。 sarpnayyaとSomaとの同一視は， MS及びKSの

段階では素朴な観念であったと考えられる。一方， TSと新層の SBは，恐ら

く当時の祭式整備の進展と相倹って，より複雑な議論を展開させている260

Vrtraを殺した後の lndraをsarpnayyaによって回復させるというモチーフは，

黒 Yajurveda学派の中では新層に位置づけられる TaittirIya-SalIlhitaにおいて詳

述，拡大される (II5，3，2 -4P，稿末資料参照):lndraの感官の力，英雄的な力

を集めた牛たちから搾った (praりladuhan) ミルク (pratiduh-I搾り返しJ?) 

は， lndraにぴったりと寄り添わなかった (na... sray，ωe)。そこで，神々は

牛乳を熱して旬aを作り， lndraに与える。すると，これは lndraにぴったり

と寄り添った。ところが，旬aはlndraを養わない (na... dhinoti)，つまり

lndraの栄養とはならない。神々は釦aをdadhiにする。すると，それは lndra

の栄養となり， lndraは回復するのである。ここには sarrtnayyaーだけでなく

pratiduh-， s[ta-， dadhiーの語源説がそれぞれ語られる。より重要なのは， MS 

及びKSでは言及されなかった段階的乳加工が明記されていることである。そ

して，最終的に lndraを回復させたものは dadhiである。この神話は， lndra 

を回復させるために必要なのは dadhiである ということを示唆しているので

ある。

ただし， mantra解釈の brahma加に見た salpnayyaとSomaとの同一視は，

この箇所では一切語られていない。いわば， MSおよびKSが Ca印rmasya祭

の章に伝える Vrtra殺しの素朴な後日語だけを詳細に述べていることになる。

TSが拡大させた V抑a殺しの後日語と salpnayyaとの結びつきに，更に Soma

26 このことは， Taittiriya派の文献がMaitrayal).iya派並びに Katha派のそれに比して新

しく成立したことを示唆している。→次章4.及びn.28
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ヴ、ェーダ文献における発酵乳と Somaの神話-saqmayyaを中心として (151) 

という要素を組み込んで新たな議論を展開させたのが，白 Yajurveda学派の

シャタパタ・ブラーフマナ (Satapatha-Brahmar:ta:SB)である270

これまで述べてきた黒 Yajurveda学派は，より古い Veda祭式の姿を伝える

保守的性格を持つ学派であるが，これに対して革新的な立場をとったのが白

Yajurveda学派即ち Vajasaneyin派である。その SB (1 6，4，1-9) では， Indra 

の体内から感官の力 indriya-，英雄的な力 vilηかが出て行くというエピソー

ドは語られない。 Indraを回復させるものは Somaである，というところから

sa叩nayyaの議論は出発する:IndraはV:rtraを殺した後，自分は失敗したと思

い込んで最果ての地へと赴く。彼を捜し出したのは火の神 Agniである。そ

れは朔の夜であった。それ故に，新月祭では IndraとAgniとにパンケーキ

(puroclasa) を捧げる。しかし，そのパンケーキは Indraを回復させることがで

きなかった。神々は， Indraを回復させるのは Soma以外にはあり得ない，と

考える。ところで Somaは月である。朔の夜には，一晩中月が見えない。この

時，月は地上の草たちゃ水たちの中に入り込んでいる。そこで，神々は Soma

が入り込んだ水を飲み 草を食べた牛たちの乳を搾る。その牛乳には Soma

が含まれている。それを Indraにsarpnayyaとして捧げるのである。この中に

もTSと同様に段階的乳加工が明記されているが， TSがpratiduh→(加熱)

→釘ta→(凝固剤亙tancana添加)→ dadhiという順序を挙げるのに対し， SB 

には無加工の牛乳を与える段階は見られない。最初に dadhiを与えて Indraは

回復せず，次に釘taを与えて目的が遂げられたという順番になっている。また，

dadhiを作る際に「刺激あるものとなす (tivrikr) Jという表現があることは注

目に値する。 tivra-という語は Somaの絞り汁の味の表現として RVに頻出

するo SBの「刺激あるものとなす」という表現は dadhiの酸味を Somaの味

に見立てる観念を背景としたものかと推測される。 sarpnayyaの乳加工は天界

から地上へと降りてきた Somaを再び天界に戻し，満ち欠けを繰り返す月との

同一視に基づいて Somaが天と地とを循環しているという大きな宇宙規模の祭

式議論を導く基盤となっている。(→n.27)

27 その詳細については，西村「月と神々の食物-Satapatha-Brahma加 16，4(新月祭

のupavasatha)J (印度学宗教学会『論集~ 34， 2007， 239-264)及び“Change
of the theory about Soma's circulation in the Satapatha-Brahmava" (Ii'印度学仏教学研
究~ 57-3， 2009，1159-1155)参照。
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(152) 西村直子

4. おわりに-Somaと発酵乳

saqmayyaとSomaとの同一視は，以下の順に強まっていると考えられる:

MS→ KS→ TB→ SBo KSが Isaqmayyaは神々にとっての間接的な Somaな

のだ」とするのに対し， TBには Isaqmayyaは，周知の如く， SomaなのだJ

とある(→2.)。上記の序列は，恐らくは各文献の成立年代に一致するものと

思われる。 TSには直接 saqmayyaとSomaとを結びつける言及が見られないも

のの， mantraに IdadhiJ とあること， lndraによる Vrtra殺しの後日語を拡大

し，MS /KSよりも SBのスタイルに近似していること(→3.) などから， KS 

とTBとの中間に位置づけられるものと考えられる280

また TBは， 1年に 1度定められている Somaの喫飲(即ち Soma祭)が，

新月祭における saqmayya献供によって免除され得ることを暗示している。こ

の場合， Soma祭はl年に1度(恐らくは新年に)挙行されたものかと推測され

る。 Soma祭は一年の循環を司り 宇宙秩序を維持する働きを担っていると言

えよう。更に， SBは， sa:rp.nayyaとSomaとの同一視に基づき，月の満ち欠け

をSomaの循環と連動させる新しい理論を展開させる。これは，神々が天界を

祭火として献供した Somaが順次 5つの祭火を巡って人間の誕生をもたらすと

いう，後の五火説 (pancagnividya) の先駆を成すものであっただろう。

以上に基づき， lndraを回復させた sa:rpnayyaはYajurvedaのbrahmaIJaにお

いて Somaと同一視され 地上と天界とを循環していると考えられていたこと

が推測される。その展開の源は 個人の営為から宇宙秩序までのあらゆる事象

を包括する枠組みの中に Veda祭式を整備し，その効力を信じた祭官達の思弁

にこそ求められるであろう。

28 更に， saqmayya献供の対象となる神格をIndra/ Mahendraに分化すること，

sarpnayya献供に資格を設けていることも， SBとの近似性を示唆している。 C王西

村『放牧と敷き草刈り~ (→n.17) 134正並びに149正
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ヴ、ェーダ文献における発酵乳と Somaの神話-sa:qmayyaを中心として (153) 

資料
加 ik弱:payasya用例分布. (NISHIMURA "ãmík~ã- and pay，ωyふ"より再掲)

payasyaの用例数が amik持の用例数を上回るものを指す;ハイフンーは用例

のないこと，斜線は該当文献の伝承がないことを意味する)

White 

YV 

~V 

Taittirlya 11 9: 5 7:2 BaudhPitrSu 1 : 0 

VadhSrSuは井狩繭介教授校訂の電子 textを使用した。 BaudhSrSu，λpSrSuの電子 text

は伏見誠氏入力のもの λsvSrSu. SankhSrSuは徳永宗雄教授入力のものである。

MS I 5，10:146，2-5P29 (~KS XXXVI 1:68，5-69，7P
) 

IndraはVrtraを殺したのだ。彼は英雄的な力 (vIrya-) を散りぢりに失った。

すると，この[英雄的な力]すべては水達に，草達に，樹木達に，入り込んだ。

その事(英雄的な力の回収)に神々は勤め励んだ。それを彼らは集め寄せた。

それが sannayyaのsannayyaたる所以である。それ故、このように知っている

者が sannayyaによって祭式を行うなら，彼は繁栄するo

indro vai vftramαhant. sa ví~va4 vfrye1Ja vyarcchat. tad ida的 [3JsarvaYf'l 

pravisad apa Ó~αdhfr vanaspati万lS.tena deva auam戸的s.tat sam仰の切れー [4Js. tat 

sannayyasya sannayyatvaYf'l・tadyaeva的 vidvantsannayyena yajata [5J fdhnoti. 

29 西村 op.ciι135n.385より再掲。
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(154) 西村直子

TaittirIya-Sa血hitaII5，3， 2-4p30 

Vrtraを殺し終えると，Indraの感官の力，英雄的な力は大地へと散り広がっ

た。すると[それは]，草達，植物達となった。彼は Prajapatiのもとへ助けを

求めて走った。 IVrtraを殺し終えると，私の感官の力，英雄的な力 (indriya-

viiηか)は大地へと散ってしまった。すると[それは]草達，植物達となっ

た」と (IndraはPrajapatiに言った)。すると Prajapatiは家畜達に言った。「こ

れ (indriya-v向。ー)をこの者の為に君達は集め寄せよ」と。それを家畜達は

草達から自分の中に集め寄せた。それ (indriya-vめか)を(神々は)搾り

返した(搾って取り戻した)。彼らが集め寄せた (samanαyan) こと，それが

siirrmiiyya-のsarpnayyaたる所以である。彼らが搾り返した (praηaduhan搾っ

て取り戻した)こと，それがpratiduh-(搾乳されたばかりの乳)の pr抗iduh

たる所以である。「彼らは集め寄せた。彼らは搾り返した。しかし，私にそれ

(indriya-v句。-)は寄り添わない」と (Indraは言った)0 Iそれを彼の為に

加熱された物 (Srta-) と君達はせよJと (Prajapatiは言った)。それを彼の為

に加熱された物と彼らは為した。感官の力，英雄的な力を彼にその事によっ

て (tad)彼らは寄り添わせた (asray，αn)。それがsrta-の釘taたる所以である。

「彼らは集め寄せた。彼らは搾り返した。しかし，私をそれ (srta)は養わな

いJと (Indraは言った)0 Iそれを彼の為に dadhi-とせよ」と (Prajapatiは

言った)。それを彼の為に da品liと彼らは為した。それは彼を養った (adhinot)。

それがdadhi-のdadhiたる所以である。

indrasya vrtraf'!l jaghnú~a indriyaf'!l vi;ηaf'!l prthvim anuvyarchat. tad ó~adhayo 

virudho ' bhavlαn. sa prajapatim upiidhiivad. vrtram me jaghnú~a indriyaf'!l vijηam 

11211 prthil初 anuvyarat.tad ó~adhayo virudho ' bhuvann iti. sa prajapatiJ:t pasun 

abravid. etad asmai saf'!lnayateti. tat pasava ó~adhïbhyó ' dhy iitmant samanayan. 

tat praηαduhan. yatsαmanayan tat siif'!lniiyyasya siif'!lniiyy，αtvaf'!l. yat praηaduhan 

tat pratidhu$aJ:t pratidhuktvarh. samanai$uJ:t. práかαdhuk~an. na tu mayi srayata Iiη 

abravid. etad asmαi 11311 Srtaf'!l kuruteti abravit. tad asmai srtam akurvann. indriyaf'!l 

vavasmin viryaf'!l tad asrayan. tac chrtasya srtatvarh. samanai$uJ:t. pratyadhuk$an. 

chrtam akran. na tu mii dhinotityαbravid. etad asmαi dadhi kurutety abravit. tad 

30 西村 op.cit.152ff.より再掲。訳を改めた部分もあるが，論旨を左右するものではな

しし
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ヴ、ェー夕、文献における発酵乳と Somaの神話-saqmayyaを中心として (155) 

asmai dadhi akruvan. tad enam adhinot. tad dadhno dadhitvam. 

SB 1 6，4，1 -931 

1. Indraは，彼が Vrtraにヴアジュラ vajra(梶棒)を打ち据えた時に，そ

の彼は自分が(以前より)力弱くなったように思い， 1""私は打ち倒さなかっ

た」かと怖れ，姿を隠した。彼は最果ての地へと向かった。神々は知ったの

だ。I""Vrtraは殺されたのだ。そして (=それなのに)Indraは姿を隠した」

と。 2. (Indra) を捜索する事に彼らは取り掛かった，神格達の中では Agniが，

聖仙達の中ではヒラニヤストゥーパ Hiral).yastupaが，韻律達の中ではブリハ

ティー Brhatiが。彼を Agniは見つけ出した。彼と共にこの夜に [Agniは]

戻った。彼 (Indra) が神々の中の良き者なのだ。彼らの中の勇者だからであ

る。 3.その際，神々は言った: 1""家に，今日は，我々のもとから旅に出ていた

我々の中の良き者が留まるのだJと。彼ら二人 (IndraとAgni) の為にこの

際，あたかも連れ立つてやって来た二人の近親者か同僚かの為に，共通の玄米

粥または山羊を(人が)調理する事があるようにーこれは人間に関する場合で，

神々に関しては供物である一，同様にこの二人 (IndraとAgni) の為に，この

際， [神々は]共通の供物を準備して捧げた， (即ち)IndraとAgniとに捧げ

る12皿分のパンケーキを。それ故に， IndraとAgniとに捧げる12皿分のパン

ケーキが用いられる。 4.その際 Indraは言った。「私が Vrtraにvajraを打ち据

えた時，その際私は顔が引きつった32。かくて私はまさしくやつれている。こ

れでは私に滋養を与えないのだ。私に滋養を与えることになる物，それを私の

為に君達は作れJと。「そのとおりに(そうしよう)J と神々は言った。 5.そ

の際神々 は言った。I""Soma以外の物は彼に滋養を与えることができない。他

ならぬ Somaを彼の為に我々は集めよう」と。彼の為に Somaを[神々は]集

めた。輝く月ならば，これが神々の食物である王 Somaなのだ。その際，こ

れ(月=王 Soma) が，この夜の間，東にも西にも見えていない時には，その

時は，この(地上の)世界に彼(王 Soma) はやってくる。彼は他ならぬこの

地上で水達と草達とに入り込む。彼(王 Soma) が神々の中の良き物(財産)

31 西村 op.cit.158 -164及び「月と神々の食物J (→ n.27)から再掲。訳を改めた部

分もあるが，論旨を左右するものではない。

32 Cf. GOTO， Toshifumi， Die ，，1. Prasensklasse“im Vedischen (Wien 1987)， p.335. 
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なのだ33。それ (Soma) は彼らの食物であるから。彼がこの夜の聞この地上の

家に留まる (amavasati) こと，それ故にアマーヴアースヤー αmavasya- (朔

の夜)という名がある。 6.[神々は]それ(王 Soma) を求めて牛たちを配備

し，集めた。[牛達が]草達を食べた時は，その事によって草達から，水達を

飲んだ時には，その事によって水達からそれ (Soma) を。そのようにして集

め，囲め，刺激ある物と為して，それを彼 (Indra) に[神々は]差し出した。

7.彼 (Indra) は言った。「これ (dadhi) は私に滋養を与えはするが，しかし，

私に寄り添いはしない。これが私に寄り添うことになるように，そのように君

たちは工夫せよ」と。彼に 加熱した (sr的ー) [手日を彼ら(神々)は寄り添

わせた (asrayan)3¥ 8.その際，この事によって全く同一の物であるのに，乳

に他ならないのに Indraに属する物に他ならないのに，しかし，これを丁度

様々に人々は呼ぶのだ。彼が「これは私に滋養を与える (dhinoti)Jと言った，

その故に[それは]dadhi田酸乳である。次に 当人に他ならぬ温めた[乳]を

[神々が]寄り添わせた(=付与した，彼の身に止まるようにした asrayan)， 

その故にそれは々ta-加熱した[手Uである。 9.すると丁度 Somaの茎が(搾

られた後に水の中で)膨らむ(増大する，力で渡る)ように，そのように彼

(Indra) は力で渡った。悪を [顔色の]黄色い(悪い)ことを打ち退けた。

他方，これが新月に属する[供物] (= sa:rpnayya) の結びつき(因縁)である。

その際，このように知っている者が sa:rpnayya[の献供]を行うならば，まさ

しくこのように，子孫，家畜達によって増大する事になる。彼は悪を打ち退け

る。それ故に，人は sa叩nayya[の献供]を行うべきなのだ。

33 tadは Somaを指す代名詞が 論理的述語名詞 annam(neut.)への一致によって中

性で現れたもの。直前の文 savai devanam vasuではこの一致が見られない。この

場合は saで表される Somaが未知の情報として強く指示されており，日本語では

「神々の中の良き物とは彼なのだJ 又は「彼が神々の中の良き物なのだ」と訳せ

る。 C王n.20

34 TS II 5，3，2-4Pでは①pratiduh-(搾りたての乳)，②sfta-(加熱した乳)の順で与

えるが，いずれも Indraを回復させる事ができず， 3番目に dadhi(酸乳)を与えて

成功する。 TSII 5，3，4-5Pでは，献供時 (2日目)に酸乳と加熱した乳とのどちら

を先に取り分けるべきか，という問題提起が為されている。 TSではこの神話に従

い，始めに加熱した乳を，次に酸乳を取り分けるべく規定している。この議論の中

に引かれる酸乳を先にすべきであるというブラフマヴァーディン Brahmavadiniブ

ラフマンについて議論する者」の説は， SBの神話の内容と一致している。
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ヴ、ェーダ文献における発酵乳と Somaの神話-sal1"mayya在中心として (157) 

indro ha yatra vrtraya vajraytl prajahara 1 so 'ballyan many，αmano nâstr~ítïva 

bibhyan nilayaytl cakre. sa paralJ paravato jagama. deva ha vai vidaytl cakrur. 

hato vai vrtro 'thendro nyàlé~téti 11111 tam anv，句tuytldadhrire 1α:gnir devatalゆ n

hiraJ:tyastupa f~ï1Jãytl brhati chandasaytl. tam agnir anuviveda. tenaitaytl ratriytl 

sahajagama. sa vai devanaytl vasur. viro hy è~ám. 11211 te deva abruvan. 1αma 

vai no 'dya vasur vasati yo nalJ pravatsid iti. tabhyam etad yatha j克atibhyaytlva 

sakhibhyaytl va sahagatabhyam samanam odanaytl paced ajaytl va tad aha mãnu~á的

havir devanam， evam abhyam etat samanam hανir niravapann， aindragnaytl 

dvadasakapalaytl purotjasaytl. tasmad aindragno dvadasakapalalJ purotjaso 

bhavati. 11311 sa indro 'bravit. 1 yatra vai vrtraya vajraytl praharaytl tad vyasmaye. sa 

krsa ivasmi. na vai medaytl dhinoti. yan ma dhinavat tan me kuruteti. tatheti deva 

abruvan. 11411 te devaαbruvan. 1 naνa imam anyat somad dhinuyat. somam evasmai 

saytlbharameti. tasmai soma的 samabharann.e~á vai somo raja devanam annaytl 

yac candramalJ. sa yátrai~á etam ratriytl na purastan na pascad dadrse tad imaytl 

lokam agachati. sa ihaivapas cáu~adhïs ca praviぬti.sa vai devanaytl vasv. annaytl 

hy è~áytl tad. yad e~á etam ratrim ihamaνasati tasmad amavasya nama. 11511 taytl 

gobhir anuvi~thápya samabharan. 1 yad ó~adhïr asnaytls tad ó~adhibhyo・ yád apo 

'pibaytls tad adbhyas tam. evam saytlbhrりJatacy，αtivri正fηα tamasmai prayachan. 

11611 so 'bravit. 1 dhinoηeva medaytl neva tu mayi srayate. yathedaytl mayi srayatai 

ta的opajaniteti.tam々 tenaivasrayan.11711 tad va etat 1 samanam eva sat paya eva sad 

indrasyaiva sat tat punar nánevácak~ate. yad abravid dhinoti meti tasmad dadhy. 

atha yad ena的々 tenaivasrayaytlstasmac chrtam. 11811 sa yathamsur apyayeta 1 evam 

apyayatapa papmanam harima1Jam ahatai~á u amavasyasya bandhulJ. sa yo haivaytl 

vidvant saytlnayaty evam haiva prajaya pasubhir apyayate 'pαpapmanam hate. 

tasmad vai saytlnayet 11911 
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(158) 西村直子

Fermented milk and the legend of 

Soma in the Veda. 

Naoko NISHIMURA 

We find various kinds of dairy product in 1ndian literature， i.e. the oldest religious texts 

known as Veda with their subsequent texts. Almost all of the products are processed based on 

dadhi which is produced by fermentation caused by lactic acid bacteria. dadhi-is the old form 

of Hindi dahi-. This artic1e discusses mythological and theological issues related to fermented 

mi1k products. 

Fresh mi1k changes into fermented milk dadhi， through the activity of lactobaci11i. Ancient 

λryas knew how to ferment mi1k intentionally by means of a“starter." 1n the Veda， it is 

called ata万cαna・“coagulant."dadhi is not only an offering in itself， but also a material for 

some further products e.g. sarrmayyふ whichis offered in the New Moon Sacrifice. sarrmayya 

is a mixture of dadhi with boiled milk (s[ta-). Every Yajurveda school has a mantra recited 

with adding atancαna to boiled milk. The mantra was recited in the special New Moon 

Sacrifice in which sarrmayya is offered instead of the pancake which later became usual:“I 

coagulate you (milk) with Soma (Ephedra)." The one who is expressed by the 1 sl person is 

the Adhvaryu priest， and that in the 2nd person is milk. We could infer that mi1k curdled with 

Soma was 0宜eredto 1ndra who is the heroic god par excellence. 

Close examination wi11 reveal that the strength of the argument for the identity of sarrmayya 

with Soma increases in this order: MS → KS → TB → SB; whi1e the KS "sar!tnayya is the 

Soma for the gods in an invisible sense，" in the TB“sarrmayy，αis veri1y， as well known， 

Soma." The above mentioned order seems to correspond to that ofthe time periods during 

which those texts were codified. The SB， furthermore， based on the identification of 

sarrmayya with Soma， evolves a new theory which makes the moon' s waxing and waning 

operate together with circulation of the Soma. Based on the foregoing discussions， we may 

say that sarrmayya which revitalises 1ndra is identified with Soma， which is regarded as that 

which circulates around the yonder wor1d and this one. We should seek the origin of such 

an evolution in the spirit of the Vedic priests who formulated a system of Vedic ritual in 

a framework comprehending everything from personal conduct to the cosmic order， and 

credited Vedic ritual with efficacy. 
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